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兵庫県におけるサザナミフグの標本に基づく確かな記録

浜橋　丈 1・吉田奈央 2

Two specimens (29.5 and 57.8 mm standard length) of 
White-spotted Puffer, Arothron hispidus (Linnaeus, 1758), wide-
ly distributed in the Indo-Pacific Ocean, were collected from 
Suma Beach, Kobe City, Hyogo Prefecture, Japan. In Japanese 
waters, this species has previously been recorded from the Sea 
of Okhotsk (Hokkaido), the Pacific coast (Aomori Prefecture to 
southern Kyushu), Seto Inland Sea (e.g., Osaka, Hyogo, and Ya-
maguchi prefectures), Sea of Japan (e.g., Yamaguchi and Fukuo-
ka prefectures), East China Sea (e.g., Kumamoto, Nagasaki, and 
Kagoshima prefectures), and the Izu, Ogasawara, Osumi, and 
Ryukyu islands. Although the species has been recorded from 
Hyogo Prefecture based on a photograph, no specimen collected 
from the prefecture was known to date. Therefore, the present 
specimens represent the first specimen-based records of A. hispi-
dus from Hyogo Prefecture.
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 Abstract

フグ科 Tetraodontidaeモヨウフグ属 Arothron Müller, 1841

の魚類は，亜熱帯域および温帯域に分布するホシフグ

Arothron firmamentum (Temminck and Schlegel, 1850)を除い

てインド・太平洋の熱帯域を中心に分布し，サンゴ礁およ

び砂礫底などに生息する（Matsuura, 2016；松浦，2017；小幡・

河合，2023）．本属は 2つに分かれた皮弁が鼻器にあること，

および体側を走る側線が 1本であることによってフグ科

の他の属から識別される（Fraser-Brunner, 1943; Matsuura, 

2016；松浦，2017; Matsuura and Motomura, 2022）．本属に

は 14有効種が知られ，日本からはこのうち 12種の記録が

あるとされていたが（Matsuura, 2016；松浦，2017），ナガ

レモヨウフグ Arothron carduus (Cantor, 1849)とタスジフグ

Arothron multilineatus Matsuura, 2016については交雑個体で

ある可能性が指摘されている（Miyazawa, 2020）．

2023年の 9月から 10月にかけて，兵庫県神戸市須磨

区の沿岸域から 2個体のサザナミフグ Arothron hispidus 

(Linnaeus, 1758)が採集された．兵庫県内において本種は

過去に水中写真が撮影されているものの（宮道，2008），

標本に基づく記録はなかった．したがって，本標本は兵庫

県における本種の標本に基づく確かな記録となるため，こ

こに報告する．

材料と方法
標本の作製，写真撮影，固定方法は本村（2009）に準

拠した．標本の計数・計測方法は Dekkers (1975)および

Matsuura and Toda (1981)にしたがった．体各部の計測はノ

ギスを用いて 0.1 mm単位で行い，計測値は標準体長に対

する百分率で示した．色彩の記載は固定後に撮影されたカ

ラー写真に基づくが，2個体のうち 1個体（FAKU211742）

については生時および生鮮時のカラー写真に基づく情報を

合わせて記載した．本報告で用いた標本は京都大学総合博

物館（FAKU）に収蔵されている．

Arothron hispidus (Linnaeus, 1758)

サザナミフグ
（Figs. 1–2; Table 1）

標本　2個体：FAKU 211742，標準体長 29.5 mm，兵庫

県神戸市須磨区須磨海水浴場，2023年 9月 13日，手網，

浜橋　丈；FAKU 211743，標準体長 57.8 mm，兵庫県神戸

市須磨区須磨海水浴場，2023年 10月 29日，手網，吉田奈央．

記載　計数・計測形質を Table 1に示した．体は前後方

向に長い楕円形でわずかに側扁する．体高と体幅は体の中

央付近で最大となる．体背縁は上顎先端から胸鰭基底直上

にかけて上昇したのち，尾柄まで下降する．体腹縁は下顎

先端から胸鰭基底直下付近にかけて下降し，背鰭起部直下



Ichthy 48 ǀ 2024 ǀ 65

Hamahashi and Yoshida — Record of Arothron hispidus from Hyogo Prefecture

Fig. 1. Arothoron hispidus collected from Suma Beach, Kobe City, Hyogo Prefecture, Japan. A: fresh specimen of FAKU211742, 29.5 
mm standard length; B: preserved specimen of FAKU211742; C: preserved specimen of FAKU211743, 57.8 mm standard length.
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付近にかけてごくわずかに上昇したのちに，尾鰭基底下端

にかけて上昇する．肛門は体腹面の前方からおよそ 5分の

4の位置に開口する．口は小さく端位で，厚い唇に被われ，

鰓孔上端の前方よりもわずかに下方に位置する．両顎に嘴

状の歯がそれぞれ 2対ある．鼻孔は眼の前方に位置し，二

叉する皮弁をもつ．眼は頭部側面前方の上方に位置し，瞳

孔とともにわずかに前後方向に長い楕円形．鰓蓋は狭く，

その上端は眼の中央とほぼ同じ高さに達する．背鰭と臀鰭

は遠位縁が丸みを帯びた扇状で，それぞれ基底は短く，い

ずれも体の後半部にある．背鰭起部は肛門よりやや前方，

臀鰭起部は肛門のすぐ後方に位置し，背鰭基底後端は臀鰭

起部直上のわずかに前方に位置する．背鰭，臀鰭ともに第

1軟条は不分枝で，ほかの軟条は全て分枝する．胸鰭は後

方に向かうにつれて広がる台形に近い形状で，後縁は丸み

を帯びる．胸鰭基底の上端は鰓孔上端の直後に，下端は鰓

蓋部下端のやや後下方に位置する．胸鰭軟条は第 1，第 2

および第 18軟条が不分枝で，ほかは全て分枝する．腹鰭

はない．尾鰭は後縁が丸みを帯びた截形．尾鰭軟条は最上

の 1本と最下の 2本は不分枝で，残りは全て分枝する．頬

部，両眼間隔域と峡部から尾柄の中央部にかけて体表に小

棘が密に分布し，背鰭基部，臀鰭基部，胸鰭基部に小棘は

ない．側線は眼のやや遠位を囲むように分布するほか，眼

のやや後方から背鰭基底後端の直下付近にかけて緩やかに

湾曲し，尾柄側面の中央部を通って尾鰭基部に達する．

色彩　頭部および体の地色は背面から腹面まで黒味の
強い暗褐色．眼の周囲に模様はない．円形もしくは前後方

向に長い楕円形の小白色斑が全身に散在するが，生鮮時お

よび固定後の FAKU211742では不明瞭．体前半部におい

ては，この小白色斑は頭部の下顎直下と胸鰭基底前方を結

ぶ線より上方，および鰓孔上端と体背縁の間に分布する．

体後半部においては小白色斑の分布範囲が両個体で少し異

なっており，生時の FAKU211742では体背縁から胸鰭基

底下端と尾柄下端を結ぶ線までの範囲に分布しているのに

対し，FAKU211743では分布範囲の下端が胸鰭基底下端と

臀鰭基底前端を結ぶ線になっている．腹面を中心に白色縦

線が多数みられ，頭部の白色斑が散在する部分の下端から

肛門のやや前方にかけてわずかに下方向に湾曲して走った

のち，体後半部の小白色斑の分布範囲の下端まで上昇する．

鰓孔の周囲は黒く，細い白色線によって環状に囲まれる．

この白色線は生時の FAKU211742では黄色．各鰭の地色

は淡褐色で，生時および生鮮時の FAKU211742では黄色

がかった暗褐色を呈する．

分布　アフリカ東岸から北中米西岸にかけて，インド・
汎太平洋の熱帯域に広く分布する（山田・柳下，2013；松浦，

2017; Bariche et al., 2018; Matsuura and Motomura, 2022）．な

お，Bariche et al. (2018)は地中海から本種を記録したもの

の，バラスト水による輸送もしくは放流による人為的なも

のと結論づけた．日本国内では北海道オホーツク海側（高

田ほか，2009），青森県八戸（塩垣ほか，2004；山田・柳

下，2013），宮城県（座間，2001），茨城県鹿島灘，相模

湾から九州南岸の太平洋沿岸（山田・柳下，2013），山口

県・福岡県の日本海沿岸（河野ほか，2014），長崎県（菊

Fig. 2. Live individual of Arothron hispidus (FAKU211742) 
collected from Suma Beach, Kobe City, Hyogo Prefecture, 
Japan.

FAKU
211742

FAKU
211743

Standard length (SL: mm) 29.5 57.8
Counts
Dorsal-fin rays 10 10
Anal-fin rays 11 11
Pectoral-fin rays 18 18
Caudal-fin rays 5 + 6 5 + 6

Measurements (%SL)
Head length (HL)
Snout length (SnL)
Greatest body depth

43.1
17.7
45.4

42.0
18.0
48.2

Body depth at pectoral-fin base 45.0 45.8
Body depth at dorsal-fin end 22.7 21.9
Body width 38.1 28.1

Measurements (%HL)
Interorbital width 40.2 36.2
Horizontal eye diameter (ED) 20.2 19.6
Nasal organ length 9.9 8.9
Distance from nasal organ to snout tip
Distance from nasal organ to eye
Mouth width
Upper-lip depth
Caudal peduncle length

27.4
14.0
26.4
10.0
32.3

33.2
13.1
26.5
11.7
37.6

Caudal peduncle depth 29.3 31.8
Dorsal-fin longest ray length (3rd) 29.7 35.1
Dorsal-fin shortest ray length (10th) 17.5 22.9
Dorsal-fin base length 19.2 16.4
Anal-fin longest ray length (4th) 30.3 33.4
Anal-fin base length 18.7 18.9
Pectoral-fin length 35.6 32.1

Measurements (%SnL)
Horizontal eye diameter 49.2 46.0

Measurements (%ED)
Nasal organ length 49.0 45.5

Table 1. Counts and measurements of Arothron hispidus collect-
ed from Kobe City, Hyogo Prefecture, Japan.
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池，1970；山田・柳下，2013），熊本県天草下島（菊池，

1970），薩摩半島東シナ海沿岸（畑，2022），兵庫県（宮道，

2008），大阪府（宮田・岩井，1981），山口県周防大島（片山・

藤岡，1958），八丈島，小笠原諸島（山田・柳下，2013），

種子島，馬毛島（Motomura, 2023），屋久島，琉球列島（山

田・柳下，2013）から記録がある．これまでの兵庫県内に

おける記録は神戸市で撮影された水中写真のみに基づいて

いたが（宮道，2008），本研究により同海域からの標本に

基づく記録が追加された．

備考　本報告で記載した 2標本は，体が丸く側線があ

る，鼻孔が 1対で開孔する，背鰭が 10軟条，臀鰭が 11軟

条，体に小棘がある，眼の周囲に放射状の斑紋や同心円状

の褐色模様がない，体の背方と頬に白色点が散在する，鰓

孔の周囲が黒く，細い黄色線によって環状に囲まれるなど

の特徴が Randall (2005)や山田・柳下（2013），松浦（2017）

が示したサザナミフグ Arothron hispidusの特徴と一致した

ため，本種に同定された．

本記載標本は腹面の地色が背面や側面と同じ色である

点は松浦（2017）におけるサザナミフグの幼魚の特徴と一

致する一方，松浦（2017）ではサザナミフグの背面と側面

は緑褐色で腹面は白色（ただし幼魚では緑褐色）とされて

いるが，本記載標本では背面と側面の色は黒褐色に近い．

また，山田・柳下（2013）や松浦（2017）は尾鰭に白色点

が散在するとしているが，本記載標本において尾鰭の白色

点は基底付近にわずかにみられるのみである．なお，サザ

ナミフグの同定形質の一つとして，体の腹面から側面に存

在する 5–6本の暗色横帯が挙げられるが（松浦，2017），

本記載標本では確認できなかった．しかし同時に，この暗

色横帯は不明瞭な場合もあるとされている（松浦，2017）．

本記載標本では、色彩について背面と側面の色が緑褐色に

近い，尾鰭における白色点の分布が基底付近にとどまる，

腹面から側面にかけて暗色横帯が確認できないといった

既存の文献との相違がみられたが，同様の特徴を有するサ

ザナミフグの写真が他の複数の文献で確認されることから

（例えば，Randall et al., 2012；荘村，2013；松浦，2017），

本報告では種内変異の範囲と判断した．

サザナミフグの日本国内における報告は上記の「分布」

の項に示した通りであり，兵庫県内では水中写真の記録は

あるものの（宮道，2008），標本に基づいた報告事例は知

られていない．兵庫県は瀬戸内海と日本海の 2つの海域に

接しているが，瀬戸内海における本種の確かな採集記録は

紀伊水道の入り口に位置する大阪府南部および豊後水道の

入り口近傍である山口県周防大島に限られている（片山・

藤岡，1958；宮田・岩井，1981）．その他の瀬戸内海に分

布する魚類を網羅的に収録した文献（例えば，多々良ほか，

1965；南西海区水産研究所内海資源部，1987；広島大学理

学部附属向島臨海研究所，1988；波戸岡・花﨑，2017）や

兵庫県の瀬戸内海沿岸域で実施された魚類相調査（例えば，

久保ほか，2013）においても，兵庫県内で本種が採集され

た記録はない．ただし，多々良ほか（1965）は兵庫県南部

海域を含む水域区分である「内海」（周防灘，広島湾，安

芸灘，燧灘，備讃瀬戸，播磨灘，大阪湾を含む）に，重田（2008）

は瀬戸内海中・西部に，それぞれ本種が出現したとしてい

るが，具体的な採集地点や標本の有無などは不明である．

日本海側に関しては，日本海の魚類相について網羅的にま

とめた河野ほか（2014）において山口県および福岡県にお

いて本種の記録がある一方，兵庫県では本種の分布記録は

ないとされており，筆者らの調べた限りではその後の兵庫

県北部の日本海沿岸域における本種の報告は存在しない．

兵庫県産の魚類を網羅的に収録した鈴木ほか（2000）にお

いても本種は記録されていないことから，本研究で記載し

た 2標本は兵庫県における本種の標本に基づく初めての記

録となる．

前述の通り，これまでの瀬戸内海における本種の標本

に基づく確かな記録は太平洋との接続部付近に限られてい

た．これは兵庫県南部沿岸をはじめとする瀬戸内海の奥部

が太平洋沿岸を流れる黒潮の影響を受けづらく，本種を

含む暖海性魚類が海流によって輸送されにくいためと考

えられる．一方で近年，九州以北では太平洋沿岸を中心

に分布するとされる暖海性魚類の出現が瀬戸内海全域で

増加傾向にあり（例えば，重田，2008；浜橋，2021；木

村・松井，2022；大美・木村，2024），本種と同じモヨウ

フグ属魚類で熱帯・亜熱帯域を中心に分布するワモンフ

グ A. reticularis (Bloch and Schneider, 1801)も兵庫県瀬戸内

海沿岸地域で確認されている（山田・柳下，2013；松浦，

2017；増田，2022）．本研究で得られた 2標本も，黒潮の

影響下にある太平洋沿岸地域から紀伊水道を通じて偶発的

に大阪湾奥まで迷入した可能性が高い．なお，本研究で得

られた標本は 2個体とも幼魚であり，本種の主な分布域や

出現状況を考慮すると今回の兵庫県南部における出現は無

効分散である可能性が高い．
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